
2017年度　第三回朝の会議事録 
開催日時： 2018年2月17日(土) 10：20～11：55 
開催場所： 2F保護者控室 
 
1. 来年度役員 
2018年度、副委員長の雨宮千佳さんが紹介され、承認された。 
 
2. 休講時の授業料について(副・ポウより) 
1月14日の休講について、センター「確認事項」の11番に、悪天候による休講の場合は授業料

の返金はなし、と明記されている。したがって、今回の授業料の返金は行われない。 
 
3. 飲み物販売の継続について(保護代・山田より) 
センターでは、コーヒー、お茶(緑茶と紅茶)などの飲み物の販売を行っているが、今年度2学期

のコーヒーメーカーの故障を受け、改めて飲み物販売の継続を検討したい。 
 
(今までに上がった意見) 

● 水場が遠く、週当番の仕事に負担がかかる 
● 保護者、教員、また成人クラスの生徒の利用がある 
● 授業中は基本的に保護者は待機する規則であるため、構内に飲み物販売があると便利 
● 会議やイベントなど、必要に応じて利用できる 

 
(保護者からの質問と意見) 

● 昔、コーヒーは一杯50セントだったが、今は25セントになっている。赤字傾向にあるの

なら、また50セントに値上げしてもいいのでは？　→今後参考にしたい(役員) 
● 新しいコーヒーメーカーを買っても、予算は大丈夫か？　→問題ない(役員) 
● インスタントコーヒーにしてはどうか？　→インスタントコーヒーにすると、ポットの

お湯を、週当番が常に足していかなければならない可能性がでてくる。インスタントの

方が、コーヒーの粉よりも金額が割高になることがある。(役員) 
 
(承認事項と採決の結果) 
選択肢 
1. 新しいコーヒーメーカーを購入し、従来通りコーヒーとお茶の販売を行う。​24名 
2. 新しいコーヒーメーカーは買わず、お茶のみの販売を行う。​22名 
3. コーヒー・お茶、すべての飲み物の販売を廃止する。​21名 
 
結果、いずれの選択肢も過半数に満たず、今回は欠席者(週当番、係り、教員、アシスタント)
も多いことから、次回のお知らせメール(グーグルフォーム)にて、改めて採決を取ることと

なった。 
 
4. センターHPのリニューアル(保護代・石川より) 
ウェブ係からのご厚意で、センターHPをリニューアルする案がでている。新サイトは、今まで

と管理費用は同額で、掲載内容もほとんど変わらないが、毎週のお知らせメールは掲載しない



方向で検討している。ウェブ係・野田さんのほうで、必要な情報を見つけやすく機能的なもの

を作っていただけるとのこと。この件に関して、保護者より質問、異議はなかった。 
 
5. 発表会について(発表会係・堀光さんより) 
発表会リハーサルと当日について、以下のとおり説明があった。 
 
今年の発表会リハーサルは3月10日9：30より開始。 
発表会、修了式は3月17日、例年通り10時から11時幼児部、11時から13時が児童部、その後修

了式。 
リハーサルは幼児3からの開始なので、幼児3は9：30までに直接講堂集合、幼児1は9：30教室

集合し、教員引率で講堂へ移動。遅刻しないよう注意のこと。その他の学年は通常どおりの登

校。(担任からのメールを参照。) 
発表会当日は、幼児は講堂横待合スペースに各クラス毎に荷物置き場指定、9：45着席、10時
定刻開始。トイレや衣装着替えできるよう早めに到着するように。 
幼児部終了後、各クラス毎退出し、荷物置き場テーブルに移動し、解散。幼児が退出後、児童

生徒、保護者が講堂に入り後半開始。この間、待合スペースが大変混雑し、進行に支障をきた

すので、以下3点について保護者にお願いをしたい。 
 

● 発表会前半の幼児部は、座席数に制限(350席のうち、約90席が自由席)があるので保護

者のみ出席。祖父母、親戚はご遠慮いただきたい。 
● 毎年恒例の先生へのお礼ギフトは、できれば発表会一週間前の3月10日に行うことによ

り、発表会当日の混雑を軽減。 
● 講堂だけでなく、待合スペースも飲食禁止。幼児部終了後はすみやかに退散。昼食を待

合スペースでとるのは控えていただきたい。 
 
6. 来年度の写真係(保護代・石川より) 
写真係は、他の年間行事係よりも出動回数が多いため、今年度の4人体制を、来年度は7～8名
体制にし、人数を増やすこととした。写真をアップロードできるものであれば、携帯電話でも

使用可能。興味のある方は、来年度は写真係を希望してほしい。 
 
7. 児童2クラスのバインダー廃止のお知らせ(副・ポウより) 
2学期に開かれた児童教員会議での決定により、​来年度、児童2クラスへのバインダー配布は廃

止とする。理由は、今年度から教材室が狭くなり、保管場所が確保できない、またバインダー

が使いにくいとの声が上がっているため。担当教員の連絡に合わせて、ご準備ください。 
 
8. 来年度、開講式の開催について(委員長・スアレスより) 
体育館の確保が難しいため、来年度の開講式は、今年度と同様に幼児クラスのみの開催とした

い。この件に関して、とくに異議はなかった。 
 
9. 生徒指導イエローカードのトライアル(改善係・登さん) 
(別紙参照) 
 
 



10. 教員勤務時間の見直しに伴う会計に関する提案(役員より) 
①教員勤務時間の見直し 
　現在の2時間から2時間半への謝礼金支払いにすることが提案された。 
 
②授業料の見直し 
　上記の見直しにより、支出の一部を補填するため、授業料を$10(1日)から$11へ値上げをす

る。 
 
(保護者の意見) 

● 今年度７人の教員が辞めると聞いているが、教員の仕事が重労働にも関わらず、謝礼金

の額が少ないことと関連しているのではないか。1ドルと言わずに3ドル上げるのはどう

か？ 
 
→幼児教員からのアンケート結果(別紙参照)が紹介された。(改善係・登) 
 

● 昔はセンターは、ボランティアで運営されていた。しかし、今では生徒数も大幅に増

え、学校のようになりつつある。先生方の時給17～22ドルを、準備時間分を考慮して更

に上げてはどうか。 
● (時給を)30分延長と準備に１時間はほしい。 
● 先生が教員会議でどう思っているのか保護者には分からないので、一度まとめて意見を

聞きたい。 
 
→今日は保護者の出席率が少ないので、次回のお知らせメールで、幼児の先生方からのアン

ケート結果を添付して皆さんに読んでいただきたい。(役員) 
 

● 教員の労働状況を改善したほうが良い。教員には決定権がなく、今回７人も辞めるのは

問題があるからだ。授業料アップに反対する人なんていないのではないか？改善しま

しょうということだけでも承認を取ることで、教員が救われるのではないか。 
● (謝礼金を)引き上げるということには、反対ではないが、謝礼金を上げるだけが全てで

はない。​補習校とセンターでは教える目的も違う。​保護者はセンターに何を求めている

のか、先生は何をしたいのか、お互いの認識のずれがあり、両者の意識改革が必要。お

金だけを引き上げるだけでは、センター自体の目的も変わってきてしまうのではない

か。子供が3人いる保護者にとっては、授業料があまり上がってしまうと、正直少し

困ってしまう。 
● (来年度)今７人の教員がいないという状況を分かっていますか？来年休講ですか？毎週

保護者の方が代行リレーしますか？ 
● 個人的には、もし最悪そういう状況が来たのなら、保護者の方がしてもよいと思ってい

ます。もし保護者が出来なければ休講。 
● 皆でやろうというポジティブな姿勢でやっていきたい。 
● 自分の子供が通うセンターなので、どういう風に日本の文化を触れさせてあげたいかと

いう一人ひとりの保護者の気持ちが必要。 
● 先生たちは、決してお金が欲しいということを言っているのではなく、どれくらい大変

かということを保護者の方にもっと知ってもらいたい。何が大変かというと、保護者か



らの高い要求や、もっとこうして欲しいというクレームなどの対応が大変ということを

理解して欲しい。先生方は、この2時間でキチンとした良い授業をしたいから、一所懸

命準備をしている。しかし、そこで実際しんどくなる。2時間の授業をするには、相当

な準備の時間がかかる。特に幼児のクラスは、スムーズにいかないので、そこをどれだ

けの保護者が理解しているか？その理解があれば、教員の方たちは救われるのではない

か。 
● 先生と保護者の考え方が違い、お互いが理解できていないのではないか。4年前の保護

者へのアンケート結果がセンターHPに掲載されているので、読んで欲しい。 
 
教員の勤務時間を2時間半とし、また授業料を$1(1日)値上げをする提案が、賛成多数で可決さ

れ承認された。 
 
③家族割引の統一 
現在の家族割引は、授業料の20%を用いている。そのため、年間の授業回数により、毎回割引

率が変動し、全体のバランスが変わってしまう。したがって、この計算を簡素化するために、

割引額を一律$20に統一する。 
 
とくに異議はなく、承認された。 
 
11. 来年度の教員募集について(副・森より) 
現時点で来年度の教員が決まっておらず、開講までに教員配置が間に合わない恐れがある。 
教員経験がなくても構わないので、保護者に協力をお願いしたい。 
 
(保護者からの意見) 

● 教員の仕事は、一年目はカリキュラムを作るのが大変。引継ぎがあれば、ハードルが下

がるのではないか。 
● 引継ぎがあったとしても、それは膨大な量になるので、理解・整頓して使いこなすのが

大変という現状。 
● センターには、絵本や歌などの教材がそろってなく、一から準備するのは困難。例え

ば、ある英語教室などは、教材やマニュアルがきちんと揃っており、先生の入れ替わり

があったとしても、簡単に引き継ぎができるような仕組みになっている。それを保護者

が作ってはどうか。 
 
→カリキュラムについて、ご意見やアイデアがあれば、ぜひメールや目安箱で役員に知らせて

ほしい。(役員) 
 
12. ベークセールのお知らせ(保護者、鈴木さんより) 
絆ジャポンが、モントリオールKIZUNAと名称変更しました。また、来週2月24日にセンターで

ベークセールを開催します。皆さまのご参加をお待ちしています。焼き菓子、おにぎり、惣菜

など寄付くださる方、また当日の準備、販売を手伝っていただける方も募集中です。 
 
以上 


